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論文内容の要旨




FdCMP binding assayを用いTSを測定し比較検討したG また、胃癌細胞株 (MKN-2R) と末梢血幹細
胞を用い5 FUを持続、間駄按与して、その殺細胞効果をMT↑ assayを用いて検討し、それぞれのTS誘
導も測定した。





















与法もTSのほとんどが不清明TS(FdUMP bound TS)であった。以上のことから、 5-FUによるアポ
トーシス誘導はP53変異により低下することが示唆された。また、間駄的5-FU投与は、活性型TS誘導に
よる5-FU耐性を起こすことなく持続投与と同じ殺細胞効果があり、有用な投与法となると思われた。
以上の結果はp53変異の有無で5-FUの治療効果が異なる可能性を示したもので、効果予測として
p53statusを検討する意義とさらに投与法による副作用軽減の可能性を示唆したものであり、進行・再発胃
癌の治療に寄与するものである。よって本研究は、博士(医学)の学院を授与されるに値するものと判定
された。
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